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葛飾北斎《来燕帰雁図》について

はじめに

　《来燕帰雁図》（図1）は、江戸時代の浮世絵師葛飾北斎の享和期（1801－04）

を代表する優品であり、従来、北斎の基準作を集めた画集や展覧会で取り上
げられてきた。その優れた芸術性については作品解説などでしばしば言及され
てきたものの、作品について掘り下げた論考は存在しない。本論では、来歴、
制作年代、画賛、画題、描写の5つの観点から考察を進め、北斎の画歴におけ
る位置づけをはかる。

来歴

　本図は、昭和56（1981）年に吉野石膏株式会社が購入し、吉野石膏美術振
興財団の設立を受け、平成22（2010）年に同財団に寄贈された後、天童市美術
館への寄託を経て、令和2（2020）年よりすみだ北斎美術館に寄託されている。
　本図について永田生慈氏は、「一時所在が不明となり焼失したとされていた
時期もあった。」と述べている1）。それがいつの時期かは詳らかではないが、本
図の来歴についての調査結果をここに報告する。
　吉野石膏株式会社が購入する以前の来歴をたどると、確認できるもっとも古
い記録は、昭和11年11月18日に行われた『田村家蔵品展観』の売立目録であ
る2）。この売立は大規模なもので、大阪美術倶楽部を会場とし、札元には大阪
の池戸宗三郎・戸田弥七・児島嘉助・山中吉郎兵衛・春海商店、京都の土橋永

昌堂・服部来々堂、東京の川部商会・山澄商
店・本山豊実・石井三柳堂が名を連ね、351点
もの出品があった。
　本図は、「一三一　北斎　来燕帰雁　千蔭賛　絹本　竪　二尺七寸三分
　巾　八寸五分」と写真付きで掲載されている。作品のサイズ二尺七寸三分は
すなわち約82.7cm、八寸五分はすなわち約25.8cmであり、現在の本図の寸法
は、82.7×26.0㎝であるため、ほぼ同じである。写真からは、本図と図様のみな
らず表具も現在と同じであることが確認でき、同一の作品と認められる。本図の
箱には「壹参壹」と記されたラベルが貼られており（図2）、それはこの売立の際に
付されたものと考えられる。この売立で、本図は2,695円で売却されたことが記

山際真穂

図1 葛飾北斎《来燕帰雁図》吉野石
膏コレクション（すみだ北斎美
術館寄託）

図2 葛飾北斎《来燕帰雁図》箱（部
分）　吉野石膏コレクション（す
みだ北斎美術館寄託）



14

葛飾北斎《来燕帰雁図》について ｜ 山際真穂

録されている3）。なお、そのほかの近世日本絵画の売却金額は、勝川春章《江口君千蔭賛》が7,300円、岩佐又兵
衛《元禄踊二曲屛風》が5,000円、谷文晁《京名所画一帖十五枚》2,500円となっており、現在より北斎の肉筆画の
人気が低かったことがうかがえる。
　『田村家蔵品展観』の売立目録には、荷主が明記されていないが、本書に掲載されている「一九三　ノンコウ赤
茶碗　歌銘　白雲　碌々斎　吸江斎　箱　文添フ　高　二寸七分　口径　四寸」が、『大正名器鑑』第9編に
「白雲　赤　ノンカウ作　神戸　田村市郎氏蔵」4）として掲載されていることから、『田村家蔵品展観』は田村市
郎氏の所蔵品の売立目録であり、《来燕帰雁図》は、田村市郎氏の旧蔵品であることがわかる。
　田村市郎氏は、慶応2（1866）年に現在の山口県にて藤田財閥創始者藤田伝三郎の兄久原庄三郎の長男として
生まれ、弟に日立鉱山の創業者である久原房之助がいる。明治時代後半期より、トロール漁業と北洋漁業に進出
し、田村汽船、日魯漁業を設立した後、大正6（1917）年には共同漁業を支配下に収め、房之介の義兄鮎川義介の
日産コンツェルンに参加し、その水産部門である日本水産の形成に尽力した。実父が美術品のコレクターであると
ともに、叔父の伝三郎ら藤田一族は、近代における最大の日本・東洋美術品のコレクターであり、その影響を受け
て美術品のコレクターとなった。北斎《来燕帰雁図》が競売にかけられた昭和11年の売立以前にも、田村市郎氏
は、昭和4年3月16日および同10年12月3日に、いずれも大阪美術倶楽部で大規模な売立を行っており5）、昭和26

年に没している。
　田村市郎氏の手を離れた後に確認される本図の足跡は、昭和42年に日本橋高島屋で行われた『北斎展』の図
録である。ここでは、《雁と燕図》（材質・材料　絹本1幅、寸法　33.0×26.0cm、年齢　50歳代）として紹介されている。現
在の本図の寸法は、82.7×26.0㎝であるため、大きく異なるが、本図の白黒写真が掲載されており、同一の作品と
認められることから、寸法の記載は誤りと考えられる。この図録では、博物館、美術館、寺院に所蔵されている作
品には所蔵者の記載があるが、本図をはじめとする多くの作品の所蔵者の欄には記載がなく、個人蔵として出品
されている。
　次に本図が確認できるのは、『都留勝利蒐集　浮世絵肉筆逸品帖』（羽黒洞　昭和51年）であり、都留勝利氏が所
蔵していたことがわかる。都留勝利氏は、明治37（1904）年に生まれ、関東タール製品社長、東京コークス社長な
どをつとめ、昭和37年には藍綬褒章を受章している。肉筆浮世絵をはじめ、近世から近代日本画のコレクション
を形成し、昭和51年に没した6）。
　本書刊行の翌年昭和52年には、京都市美術館『世界の巨匠　画狂人―北斎展』が行われ、この図録でも本図
が確認できる。写真の掲載はないが、《来燕帰雁図》（材質・形状　絹本著色　一幅、寸法　83.0×26.0cm、文化元〈1804〉

年頃）として掲載されており、現在の寸法とほぼ同じことから、同一作品と考えられる。所蔵者の欄には記載がなく、
個人蔵として出品されている。本書における記載が、昭和56年に吉野石膏株式会社が購入する前の最後の記録
となる。
　『都留勝利蒐集　浮世絵肉筆逸品帖』において、楢﨑宗重氏は、本図について
「葛飾北斎の作品の中で戦前から傑作の一つとして言い伝えられていた。」と述
べている7）。来歴の調査により、本作は古くから北斎の傑作として有名であり、
力のあるコレクターが所有してきたことがわかった。本図のコンディションは、全
体に小さな染みがあり、やや胡粉の剝落も見られる。ごく小さな穴の補修跡など
は残っているが、鑑賞の妨げになるような大きな損傷はなく、状態はよい。このこ
とからも、歴代の所蔵者が、本図を大切に保管してきたことが伝わる。
　なお、本図の箱の小口には「雜廾三」との朱の書入れおよび「167」と記された
シールの貼付があり（図3）、所蔵者が管理する際や売立に出された際、展覧会
出品の際などの整理番号の痕跡と考えられるが、事情は詳らかでない。

図3 葛飾北斎《来燕帰雁図》箱（部
分）　吉野石膏コレクション（す
みだ北斎美術館寄託）
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　本図は吉野石膏株式会社の所蔵となった後も、永田生慈編『北斎肉筆画
大成』8）への掲載や、平成17年の東京国立博物館における『北斎展』9）、平
成31年の森アーツセンターギャラリーにおける『新・北斎展　HOKUSAI 

UPDATED』10）への出品がされ、北斎の肉筆画の基準作として考えられている。

制作年代

　本図の制作年代に関しては、永田生慈氏が、『北斎肉筆画大成』における作
品解説で、「享和年代を代表する一点」と評しており11）、享和年間（1801－04）が
定説となっているが、改めて本図の落款、印章から制作年代について考察を行う。本図には、「画狂人北斎図」
の落款があり、朱文方印「亀毛蛇足」が捺されている。この印章は、北斎の享和から文化年代（1804－18）を代表す
るもので、年代の明らかな上限として、「享和改元ノ日応子日庵需　画狂人北斎辰政敬写」の落款を持つ肉筆画
《松尾芭蕉旅姿図》があり、本図に捺された印章には、輪郭線に欠損が見られない。享和改元ノ日とは、享和元
年2月5日をさすため、この印章の上限は享和元年と考えられている。
　この印章に関しては、輪郭線の欠損により年代を特定した永田生慈氏の詳細な考察があり12）、本図の印章（図
4）の輪郭線にも、線がとぎれているように見える部分があるが、捺印の際の朱のつき具合に起因するものと、印章
の欠損による輪郭線の欠損の見極めが難しい。文化2年春頃に使用された「九々蜃」落款を持つ作品には、本図
の印章では欠損の見られない「毛」の字の近くの輪郭線に、はっきりとした欠損
が確認できることから、本図の制作年代は、享和元年から文化2年までと考えら
れる。
　また、「画狂人北斎」の画号が享和期に頻用されていることから、定説通り、
本図の制作年代は享和年間頃としたい。
　ここで、この時期の北斎の動向を振り返りたい。北斎は、寛政6（1744）年に俵
屋宗理を襲名すると、狂歌絵本の挿絵や摺物を中心とした制作活動を展開し、
宗理型美人と呼ばれるたおやかな女性を描き個性を発揮した。寛政10年に門
人の宗二に宗理号をゆずり、北斎辰政を名乗ってからは、宗理期に作った人脈
をさらに深化させ、宗理期と同様、狂歌絵本や摺物も手掛けながら、優れた肉
筆画も多くのこしている。寛政12年刊の笹浦鈴成作の洒落本『大通契語』では、
美人画の名手として宗理の名が取り上げられるなど、売れっ子美人画家として
のイメージが世間に流布していた時代だった。また、寛政末年13）には、北斎がカ
ピタンに町人の一生を描いた絵巻の制作を依頼され制作をしたが、値切られた
ため売らなかったという逸話がのこっている。この逸話は、木挽町狩野家に生ま
れた朝岡興禎による画人伝『古画備考』や浮世絵研究家の飯島虚心による北斎
の伝記『葛飾北斎伝』に掲載されている。カピタンからの絵巻の注文があったこ
とや、絵師としての誇りを示す逸話がのこっていることから、この時期には、北斎
は絵師として一角の存在と認められていたと考えられる。
　この時期の北斎の肉筆描写の特色を考察すると、S字状にモティーフを配置
する構図を好んで用いている。寛政末から享和初年頃の制作とされる《六玉川》
（現在《井手の玉川》〈千葉市美術館蔵〉、《萩の玉川》〈板橋区立美術館蔵〉、《調布の玉川》

図4 葛飾北斎《来燕帰雁図》部分　
吉野石膏コレクション（すみだ
北斎美術館寄託）

図5 葛飾北斎《千鳥の玉川》（すみだ
北斎美術館蔵）
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〈北斎館蔵〉、《擣衣の玉川》〈北斎館蔵〉、《千鳥の玉川》〈すみだ北斎美術館蔵〉の5点が知

られており、もとは六曲一隻の屏風だったと考えられている）の《千鳥の玉川》（図5）は、千
鳥の躍動的な表現が注目に値するが、本図でも、2羽の千鳥をS字状に配して
おり、一羽は腹側から、もう一羽は背側からとらえた千鳥の描写とあいまって、
千鳥の飛行する様子を動的に伝えている。
　《来燕帰雁図》でも、S字を反転させた形に雁と燕を配置しており、（図6）この
時期の北斎の描写の特徴と一致していることがわかる。
　寛政期の北斎の肉筆は、絹本に描かれたものが少ないが、享和期になると、
《魚貝図》（すみだ北斎美術館蔵）（図7）、《二美人図》（ＭＯＡ美術館蔵）など、絹本の
作品が増えてくる。《二美人図》（ＭＯＡ美術館蔵）は、表装に三葉葵の紋があるこ
とより、徳川将軍家やその周辺からの注文の可能性が指摘されており、《来燕
帰雁図》を描いた頃の北斎は、富裕層とのネットワークの中に身を置き、文化
的に洗練された作品を求められる機会が多くあったと推測される。本図も絹本
に細密な描写が施されており、注文主の社会的・文化的身分の高さがうかがわ
れる。このような緻密な花鳥画は、浮世絵師としては異例のレベルであり、北斎
の特異性を感じさせる。

画賛

　本図には、加藤千蔭による「はる秋の契たかへずとりとりに来るも帰るもこゝ ろ
有けり」の画賛が寄せられている。加藤千蔭は、享保20（1735）年に国学者であ
り歌人としても知られる賀茂真淵の門人・加藤枝直の三男として生まれた。橘は
本姓で、俗称常太郎・要人、のち又左衛門。延享元（1744）年に賀茂真淵に入門
し、宝暦13（1763）年に父の跡を継いで町奉行吟味方助役に、翌年吟味役に進
むが天明8（1788）年に病と称して致仕した。退職後まもなく松平定信による寛政
の改革が始まり、すでに退職していたにもかかわらず、在職中の勤め方を問題と
され、100日間の閉門を命じられたが、この閉門を機に、『万葉集略解』（20巻、

寛政8～文化9〈1796－1812〉年）を著わした。それ以降学芸に専念し、国学者・歌人
として活動をした。
　多くの画賛をのこすが、自身も絵をたしなんだ。はじめ建部綾足に漢画を学

んだが、その後大和絵風の絵画に転じた。また、書家としても活動をしており、曲亭馬琴も千蔭から書を学んでい
る。天明狂歌ブームの火付け役としても知られる大田南畝と親しく、橘八衢の名で狂歌をつくったほか、狩野洞
春、洞白父子や酒井抱一と親しく交わり、勝川春章、春潮、菱川宗理、谷文晁らの作品にも画賛をのこすなど、
幅広い交流関係を見せる。文化5年に没し、回向院（墨田区両国二丁目）に葬られた14）。
　千蔭は隅田川畔に別邸を持ちたびたび通っていたと伝わる15）とともに、北斎と関係の深い勝川春章、菱川宗理、
曲亭馬琴、大田南畝らとかかわりがあることから、北斎との交流もあったと考えられる。千蔭には『うけらが花』正
編（享和2年刊）、第二編（文化5年刊）や『橘しう』（成立年未詳）といった歌集 16）が伝わるが、本図の画賛は掲載がなく、
この絵のために作った可能性もある。春になると夏鳥の燕がやってきて冬鳥の雁が帰っていく様子は、古くは『万
葉集』にも大伴家持によって「燕来る時になりぬと雁がねは国偲ひつつ雲隠り鳴く」とその情景が詠まれている。千

図6 葛飾北斎《来燕帰雁図》左右反
転・部分　吉野石膏コレクション
（すみだ北斎美術館寄託）

図7 葛飾北斎《魚貝図》（すみだ北斎
美術館蔵）
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蔭は、『万葉集』に精通していたため、画賛はこの歌をふまえたと考えられる。本
図の画賛に千蔭が選ばれた背景や、注文主は詳らかにしないが、北斎とも生活
圏が近いことは、千蔭が選ばれた理由の一つと推測できる。画題が決まった後
に千蔭への依頼が決まったのか、逆の順番だったのかはわからないが、この画
題に『万葉集』への造詣が深い千蔭の登用は、適任といえよう。

画題

　本図は、現在《来燕帰雁図》と通称されているが、本図の呼称が確認できるも
っとも古い記録は、前述の昭和11（1936）年11月18日に行われた『田村家蔵品展
観』の売立目録であり、ここに「来燕帰雁」と記されている。本図の箱は二重箱で
あり、前述の、この売立の際に添付されたと考えられる「壹参壹」のシールは外
側の箱に添付されている。内側の箱の箱書きには、「来燕帰雁之図」と記されて
おり（図8）、当時もこの箱に収められていた可能性が高く、この呼称は箱書きによ
るものと考えられる。
　ここでは、「来燕帰雁」という画題について考察を進める。北斎には、本図をの
ぞいて同一画題による作品は現在のところ確認されていないが、同時代にいくつ
か事例があるので紹介する。1点目は、『江戸
名所図会』（天保5～ 7〈1834－36〉年刊）で知られ

る長谷川雪旦（安永7～天保14〈1778－1843〉年）の絵本『会席画譜』（刊年未詳）であ
る。本書は、折帖仕様で、全19図すべて色摺の豪華な絵本である。画題は、福
寿草に海老とごまめ、鬼を征伐する鐘馗、水に浮かぶ鴛鴦など様々である。そ
の中に、下降する雁と舞い上がる燕が描かれている（図9）。本図における柔らか
な筆致と、対角線上にモティーフを配置する構図は、四条派の絵本を思わせる。
　2点目は、溪斎英泉『浮世画譜』初編（天保年間）である。本書は、全三編から
なり、初編、二編を溪斎英泉、三編を歌川広重が描いている絵手本である。本
書には、故事や当世風俗、動植物などが描かれており、北斎の絵手本『北斎
漫画』などからの影響も感じさせる。本書の鳥が描かれている頁に、翡翠、鵆、
鶴とともに燕と雁が描かれている（図10）。燕と雁が近くに描かれていることから、

図8 葛飾北斎《来燕帰雁図》箱　吉
野石膏コレクション（すみだ北
斎美術館寄託）

図10 溪斎英泉『浮世画譜』初編（『日
本古典籍データセット』〈国文学
研究資料館所蔵〉　提供：人文
学オープンデータ共同利用セン
ター）

図9 長谷川雪旦『会席画譜』（九州大学中央図書館蔵） 図11 三代歌川豊国『豊国年玉筆』（個人蔵）
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「来燕帰雁」の画題を念頭において描かれたと考えられる。北斎の描いた《来燕帰雁図》との図様的な共通点はな
く、一般的な画題の一つとして描いたと推測される。
　3点目は、三代歌川豊国『豊国年玉筆』である。本書の奥付には、「東都　一陽斎豊国先生筆　文政十三庚寅
孟冬刻来　書肆　名古屋小牧町　美濃屋伊六　同伝馬町　美濃屋清七」とあり、文政13（1830）年に名古屋で
出版されたことがわかる。『浮世画譜』同様、故事や当世風俗、動植物などが描かれた絵手本で、『北斎漫画』の
流れを汲んで出版されたと考えられる。本書は、六玉川の「千鳥の玉川」の後から、鳥の画題が続いており、その
中に燕と雁が描かれている（図11）。
　画面上部に滑空する雁が描かれ、画面下部には上昇する燕が描かれている。本書における鳥の図は、各頁の
横二分割や縦二分割にした画面に描かれているものが多いが、本図は見開きを一つの画面として用いていること
から、小品というよりは、見応えのある肉筆などを想定して描いた手本と推測される。下降する雁と上昇する燕とい
う描き方は北斎の《来燕帰雁図》と共通するが、描かれた鳥のフォルムなどに著しい類似は感じられない。本書に
は、北斎の作品との共通点を感じさせる図が複数あるため、豊国が北斎を意識して描いた可能性はあると考えら
れるが、豊国が《来燕帰雁図》を目にすることができたかは不明である。
　本書における鳥の描写は、松に鶴、梅に鶯、すすきに鶉、松に
鷹、竹に雀など、一般的な画題を描いているため、「来燕帰雁」
の画題も一般的な画題だったと推測される。
　北斎と同時代および北斎以前の浮世絵において「来燕帰雁」
の肉筆画は管見の限りでは確認できないが、『万葉集』で詠まれ
ていることや、絵手本に登場していることをかんがみると、画題と
しては一般的なものであったと考えられる。

描写

　北斎は、享和（1801－04）初年の制作と考えられる《魚貝図》（す
みだ北斎美術館蔵）（図7）においても精緻な質感表現を行っている
が、本図における雁や燕の質感表現も特筆される。まず、雁の
描写に着目すると（図12）、風切り羽は濃い墨でのびやかな線を描
き、艶やかな羽の質感を表現する一方で、雁の首元は淡い墨の
グラデーション、背には風切り羽より水気を含んだ墨で模様を描
き、雁の姿をよくとらえている。また、胡粉を用いた細かい毛描で
柔らかな羽毛を表し、雁の水かきは輪郭線の上から着彩すること
で、羽毛に覆われた体とは異なる水かき独得の質感を表現して
いる。
　燕（図13）は、薄墨の上に濃墨で羽毛を描き、顔の近くは細か
な毛描で柔らかな質感を表し、尾の部分は長いストロークで描
くことで、燕の特徴である長い尾を強調している。北斎の晩年に
は、羽の部分を墨の面で表し、羽と目に藍を重ねることで藍黒
色の燕の羽を表現している作例、《柳に燕図》（すみだ北斎美術館蔵）
（図14）があるが、本図では描線によって羽毛の質感を表現して

図12 葛飾北斎《来燕帰雁図》部分　吉野石膏コレクショ
ン（すみだ北斎美術館寄託）

図13 葛飾北斎《来燕帰雁図》部分　吉野石膏コレクショ
ン（すみだ北斎美術館寄託）
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いる。また、燕の白い腹の丸みを強調して描いているが、この表現はシャ
ープなフォルムの雁との対比を狙ったものと考えられる。また、雁も燕も、
それぞれの鳥の瞳の形やくちばしの開き方を変えて描くことで、表情豊か
な表現となっている。
　このような表現に至る背景として、北斎の唐画の学習について考察した
い。諸氏の指摘があるように、同時代の浮世絵師溪斎英泉による『無名
翁随筆』（天保4〈1833〉年刊）において、「其頃は東都に明画の風大いに行
はれ、画心有ものは唐画を学ぶ事専ら流行す。俗に従ひて画風を立しは
世に出るの時なり。（中略）北斎流と号し、明画の筆法を以て浮世絵をか
く、古今唐画の筆意を以て画を工夫せしは、北斎を以て開祖とす。爰に
おいて世上の画家（俗に云本画師）其画風を奇として（世俗に至る迄）大にもて
はやされ一時に行れて門人多く、高名の妙手と称せらる。」17）と、北斎が
いちはやく「唐画」をとりいれていたことが伝えられている。「唐画」とは用
語自体は平安時代には確認されており、各時代により、絵画様式や画題
などさまざまな意味合いで使われてきた言葉である。江戸時代中期には、
主に伝統的な描法ではない新しい中国の絵、またはその画風に倣った絵
をさして使われるようになった。この新しい中国の絵には、享保16～ 18

（1731－33）年に日本に滞在した中国人画家、沈南蘋の影響を受けて描い
た絵や、中国の文人画の画風を取り入れた日本の文人画である南画が

相当する18）。近年、北
斎は直接、沈南蘋の絵
画から学習したわけで
はなく、日本人の南蘋派絵師から多くを学んでいたことが指摘さ
れている19）。
　南蘋派には、緻密な描写で質感をリアルに表現した作品が多
くあり、本図における細密な描写や鳥の表情にも、北斎の唐画
の学習成果が表れているのではないだろうか。南蘋派には、独得
の表情を持つ動物の作品が多く見られるが、北斎も、後年には
より人間の表情に近い凄みのある鳥の絵をのこしている。本図で
は表情を描き出しながらも抑制のきいた表現となっており、品の
ある作品に仕上がっている。近い時期に描いている《魚貝図》（す
みだ北斎美術館蔵）（図7）においては、琳派のたらしこみのように、墨
のにじみを使って魚貝の模様や質感を表現しており、質感表現
一つとっても北斎が様々なものを学び工夫をしていたことがわか
る。
　次に、本図における雁のフォルムに着目したい。北斎は、雁が
真下に下降するような構図で描いているが、鳥の文化誌研究家
の細川博昭氏は、雁は下降する際にはこのように真下に落ちるよ
うな形で飛ぶことはなく、斜め30度くらいの角度で下降する、と
指摘しており20）、本図は写生のみに基づく描写ではなく、魅力的

図14 葛飾北斎《柳に燕図》（すみだ北斎美術館蔵）

図15 伊藤若冲《動植綵絵　芦雁図》（宮内庁三の丸尚蔵
館蔵）



20

葛飾北斎《来燕帰雁図》について ｜ 山際真穂

な構図を意識して描かれていることがわかる。なお、同
氏は燕の描写についても、燕はより翼が長いことや、飛
行速度が非常に速く、目でとらえることが困難なことを
指摘しており、丸みを帯びたフォルムでカーブを描いて
飛ぶ姿は、シャープな雁の描き方との対比を意識して
創作されたと考えられる。
　先行作で類似したフォルムで雁を描いた作品には、
伊藤若冲《動植綵絵　芦雁図》（宮内庁三の丸尚蔵館蔵）
があげられる（図15）。伊藤若冲（正徳6～寛政12〈1716－

1800〉年）は、主に京で活動した絵師で、南蘋派や朝鮮
絵画からも影響を受けて作品を制作したことが知られ
ている。本図は、宝暦11（1761）年頃～明和2（1765）年
頃の制作とされる。本図と北斎の描いた雁は、真下に
下降する点や雁の首にぼかしを用いて表現する点など
が共通している。しかし、北斎の雁は翼が上方に描か
れ、雁の姿全体で三角形のフォルムをとる一方、若冲
の雁は翼を大きく横に開いており、より重厚な印象を与
える点や、北斎の作品では描かれたモティーフは雁と
燕のみで爽やかな雰囲気の作品に仕上がっているが、
若冲は、鋭いフォルムの枯れた芦と共に描き、死に近づ
く自らの姿と重ね合わせて描いたともいわれるほど沈鬱
な雰囲気の作品になっている点は大きく異なる。
　また、大坂で活動した唐画師、林閬苑（生没年未詳。明和3～安永9（1766－80）年に作画が確認されている。）も、《雁図》

（個人蔵）において、口を開き急降下する雁を描いている。本図は、紙本墨画であり、水気を大きく含んだ墨で描か
れること、片方の翼をさげ、もう片方の翼をあげたフォルムで描かれている点が、北斎の描いた雁とは異なるが、若
冲の《動植綵絵　芦雁図》を目にして描いた可能性が指摘されている21）。北斎が、若冲や閬苑の絵を見ることがで
きた可能性は低いと考えられるが、共通する発想源が存在する可能性はあり、今後も調査を続けてゆきたい。
　次に、洋風表現の学習という観点から本図を考察したい。北斎は文化9（1812）年刊の『略画早指南』初編で、地
上にいる姿とともに急降下する雁の姿をとりあげている（図16）。《来燕帰雁図》では雁の首を直線的に描く一方、本
書ではゆるやかなカーブを描くフォルムで表すなどの違いはあるものの、本図を左右反転すると、三角形に近い雁
の姿は《来燕帰雁図》と近いことがわかる（図17）。本書では、「ひでうぎとぶんまはしをもつて絵をかくの法」すなわ
ち定規とコンパスで絵を描く方法を示している。北斎が、天明7（1787）年刊行の森島中良『紅毛雑話』の刺激を得
て本書を記したことや、本書にオランダ人画家ヘラルド・ドゥ・ライレッセ（1640－1709）『大画法書』からの引用が見ら
れることは、以前から指摘されている22）。北斎が、本図を実際にこの方法で描いたとは考えにくいが、後年の「冨
嶽三十六景」などで見られる幾何学的な構図への関心は既にあり、この時期には既に『紅毛雑話』などに目配りし
ていた可能性はあるだろう。北斎は、寛政9（1797）年刊の狂歌絵本『柳の絲』中の「江島春望」図において、司馬江
漢が前年に描いた《相州鎌倉七里浜図》から洋風表現を学んだことが指摘されている23）。また、洋風表現を取り
入れた作品の本格的な制作を文化年間初期に開始しており、この時期には北斎が洋風表現への関心を有し、そ
の絵画技法の学習を蓄積していたことがうかがわれる。八代将軍徳川吉宗による享保5年の洋書の輸入禁止緩和
により、西洋文化の直接の流入の物量も増えていた一方、洋風表現は、中国を経由して入ってくるなど、当時の北

図16 葛飾北斎『略画早指南』初編（すみだ北斎美術館蔵）

図17 葛飾北斎『略画早指南』初編　左右反転（すみだ北斎美術館蔵）
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斎が学んでいた絵画技法を単純に、「西洋絵画」「東洋絵画」と分けて考えることは難しいが、新しい絵画様式が
続 と々勃興していく中、それを貪欲に吸収し、自らの画技を発展させながら、様々な需要に適応していった北斎の
姿が想起される。
　当時の浮世絵師は、多かれ少なかれ時流を敏感にとらえ、流行の絵画技術を取り入れていたが、本図に見られ
るような肉筆画の確かな技術を感じさせる作品をのこせた浮世絵師は多くはない。北斎がこのような技術を獲得し
えた背景には、春朗時代の修練があったのではないかと推測される。北斎は、浮世絵師として活動を始める際に、
勝川春章に弟子入りをし、師の春章から「春」の字とその画号の一つである旭朗井の「朗」から一字もらって春朗と
いう名で活動を行っており、師からの期待が大きかったと考えられている24）。師の勝川春章は優美な美人画を描
き、大名がパトロンにつくほど高い評価を得ており、着物の表現においては、執拗ともいえるほど細密な描写を行
っている。
　さらに北斎のルーツをたどっていくと、勝川春章の師は宮川春水、その師は宮川長春である。浮世絵師は通常、
版画の版下絵も多く制作するが、宮川長春と春水は、いずれも肉筆画を専門に描く浮世絵師であり、繊細な美人
画をのこしている。北斎の春朗期の肉筆画の制作は多くはなく、現存する作品は本図のような緻密な描写が見ら
れるものではないが、このような描写は、一朝一夕で身につくものではなく、確かなバックボーンに基づく習作期か
ら続けた修練の賜物かと考えられる。

おわりに

　本論の考察を通じて、宮川派から勝川春章へと続く肉筆浮世絵の画技の修練を素地に、宗理期に培った富裕
層のネットワークの中で、最新の流行を取り入れながらも洗練された作品を作り上げていった北斎の姿が浮き彫
りとなった。北斎らしい斬新な構図をとりながら、上品で繊細な描写が魅力の本図は、これまでの北斎の確かな
歩みを示すと共に、後年の北斎独自の芸術が花開く予兆を感じさせる壮年期の傑作といえよう。

本研究は公益財団法人　摘水軒記念文化振興財団の日本近世絵画研究助成を受けたものである。ここに記して謝意を表する。
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